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市政フラッシュ

　
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
野
生
生
物
、
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
モ
ド
キ
を
保
護
し
よ
う
と
、先
月
２
日
、

広
島
県
や
三
原
市
、世
羅
町
、学
識
経
験
者
、

保
護･

保
全
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
16
人
で

構
成
す
る
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
保
全
地
域

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
は
、
湿
性
草
原
に
生

息
す
る
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
一
種
で
、
か
つ
て

は
関
東
地
方
や
中
部
地
方
な
ど
に
も
分
布
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
12
年
ま
で
に

激
減
し
、
現
在
で
は
、
国
内
で
三
原
市
と
世

羅
町
で
の
み
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
３
月
、
環
境
省
に
よ
り
国
内
希
少
野
生

動
植
物
種
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
設
立

に
あ
た
り
、
五
藤

　
道
の
駅「
み
は
ら
神
明
の
里
」に
、
電
気
自

動
車
用
の
急
速
充
電
器（
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
）を

１
台
設
置
し
、
先
月
18
日
、
除
幕
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
五
藤
市
長
は
、 「
環
境
に
も
優
し

く
、
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
駅
と
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
充
電
器
は
、福
山・広
島
日
産
自
動
車
か
ら

共
同
で
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
、
道
の
駅
へ

の
設
置
は
、
県
内
で
初
と
な
り
ま
す
。

　
使
用
料
は
無
料
で
、
24
時
間
利
用
で
き
ま

す
。

市
長
は｢

保
全
活
動
の
大
半
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
活
動
が
継

続
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
積

極
的
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す｣

と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
会
長
に
選
出
さ
れ
た
、

広
島
市
昆
虫
館
学
芸
員
の
坂
本 

充
さ
ん
は
、

｢

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
を
保
護
す
る
こ
と
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
そ
の

も
の
で
す
。
多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る
里

山
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
述
べ
ま
し

た
。

　
協
議
会
で
は
、
生
息
地
の
保
全
や
改
善
、

新
た
な
生
息
地
の
創
出
、
幼
虫
の
保
護
や
人

工
飼
育
な
ど
を
行
う
方
針
で
、
３
年
～
10
年

の
中
長
期
に
わ
た
り
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
の
組
織
の
一
部

が
、
次
の
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、事
務
事
業
を
効
率
的・効
果

的
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
ス
リ
ム
な
組
織
作

り
を
進
め
ま
す
。

　
２
月
23
日
、
第
二
中
学
校
で
三
原
塾
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
郷
土
三
原
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
こ
の
事
業
は
、
平
成
21
年

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。
過
去
２
年
間
は
、
市

長
と
教
育
長
が
小・中
学
校
を
訪
れ
、市
の
現

状
や
歴
史
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
今
回
は
、
よ
り
生
徒
に
身

近
な
地
元
で
活
躍
す
る
、
八
天
堂
社
長
の
森

光
孝
雅
さ
ん
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。“
夢
と

志
”と
題
し
た
講
演
に
、全
校
生
徒
４
１
６
人

が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
森
光
さ
ん
は
、「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
、
必

ず
自
分
に
し
か
で
き
な
い
も
の
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
徹
底
的
に
磨
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

夢
を
持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
夢
を
叶
え
る
た
め
に
中
学

生
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
」、「
苦
労
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
野
宮
彩
代
さ
ん
は
、「
将
来
の
夢

は
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
今
日

の
話
を
参
考
に
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
勉
強

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
、
沼
田
西
町
の

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
の
自
生
南
限
地
帯
へ
通
じ
る

見
学
道（
全
長
３
０
０
ｍ
、
幅
２
ｍ
）が
開
通

し
ま
し
た
。

　
14
日（
土
）10
時
～
12
時
の
間
、
開
通
式
を

行
い
ま
す
。
式
典
の
開
催
中
は
、
見
学
道
が

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
の

保
護
へ

県
内
初
！

道
の
駅
に
電
気
自
動
車

用
充
電
器
を
設
置

三
原
塾
で
郷
土
三
原

へ
の
愛
着
を

市
役
所
の
組
織
の
一
部
を
変
更  

53
課
か
ら
51
課
へ

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
の
自
生
地

に
見
学
道
が
開
通

●
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ
●

と�

き　
14
日（
土
）～
29
日（
日
）９
時
～
17
時

※
14
日
は
12
時
～
17
時
。

★
先
月
４
日
、
沼
田
西
町
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
保

存
会
や
地
元
町
内
会・
企
業
、 

沼
田
西
小
学

校
の
児
童
や
保
護
者
な
ど
、
約
１
０
０
人
が

参
加
し
て
下
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
人
た
ち
の
愛
情
を
受
け
て
、
今
年
も
か

れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
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問
生
涯
学
習
課

☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７

問
生
活
環
境
課

☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４

問
学
校
教
育
課

☎
０
８
４
８・67・６
１
５
５

▲�行政や地域住民らからなる協議会
の設立総会

▲�力強く講演する森光さんの話を聞く
生徒たち

▲�自生地へと続く舗装された見学道▲�紫色のかれんな花を咲かせます

変更前 変更後

総
務
企
画
部

総務課 総務課
行政管理係 行政管理係
総務統計係 総務統計係

秘書広報課 秘書広報係
秘書係
広報広聴係

情報推進課 情報推進課
電算管理係 情報推進係
情報政策係

生
活
環
境
部

市民生活課 生活環境課
市民生活係 市民生活係

　危機管理室 環境政策係
危機管理係 環境対策係

環境政策課 　危機管理室
環境政策係 危機管理係
環境対策係

環境管理課 環境管理課
生活環境係 環境管理係
業務係 業務係
清掃施設係 清掃施設係
浄化施設係 浄化施設係

消
防
本
部

総務課 総務課
庶務係 庶務係
会計係 会計係

通信第一係
通信第二係

変更前 変更後

消
防
本
部

警防課 警防課
警防係 警防係
救急救助係 救急係
通信第一係
通信第二係

水

道

部

工務課 工務配水課
施設一係 施設係
施設二係 維持給水係
維持係 設備係
給水係 運転管理係

配水課 水質管理センター
設備係
運転管理係
水質管理センター

教

育

部

教育振興課 教育振興課
総務係 総務係
教育企画係 教育企画係
施設係 施設係
本郷学校給食 学校給食課
　　　共同調理場 学校給食係
久井学校給食 本郷共同調理場
　　　共同調理場 久井共同調理場

�国内で三原市と世羅町にのみ生息する
ヒョウモンモドキ

▲

大型車駐車場
バス駐車場

小型車駐車場

バイク駐輪場

トイレ駅　　舎
障害者駐車場

EVスタンド

�問い合わせ先

※太字は新設。

問職員課
☎0848・67・6025　�℻ 0848・64・7101

　JR本郷駅から南へ約
２㎞。
■車
　本郷ICから約20分
　三原久井ICから約30
分
■バス
　JR三原駅から約40分　
あやめヶ丘下車、徒
歩約10分（新設見学
道経由）

アクセス

24時間、無料で使用できる
EVスタンド

▲


